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第
四
節
長
崎
病
院
医
学
場
の
開
設
　
明
治
九
年
六
月
十
三
日
、
吉
田
健
康
は
長
崎
病
院
内
に
設
立
さ
れ
た
医
学
場
長
の
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
六
月
二
十
日
、
長
崎
病
院
内
に
医
学
場
を
開
設
し
、
長
崎
病
院
医
学
（
教
）
場
と
称
し
、
院
長
吉
田
健
康
を
以
て
そ
の
長
と
し
、
県
内
に
令
し
て
毎
区
生
徒
二
名
を
撰
挙
さ
せ
、
且
つ
自
費
生
の
入
学
を
許
し
た
。
こ
こ
に
漸
く
医
学
場
の
復
興
が
成
り
、
吉
田
健
康
の
悲
願
が
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。　
九
月
十
一
日
、
長
崎
県
令
北
島
秀
朝
は
達
を
発
し
て
医
学
場
の
入
校
手
続
な
ど
を
達
し
た
。
次
に
そ
の
文
書
と
医
学
場
再
興
規
則
並
び
に
舎
則
を
示
し
、
更
に
通
学
心
得
概
則
を
示
そ
う
。
　
医
事
ヲ
拡
張
シ
広
ク
衆
庶
ノ
幸
福
ヲ
起
サ
ソ
ト
シ
テ
生
徒
ヲ
管
内
二
募
　
リ
県
下
病
院
内
二
於
テ
医
術
教
育
ノ
儀
本
年
当
県
乙
第
七
十
八
号
特
記
　
之
通
詳
細
布
達
之
末
追
々
入
校
ノ
者
不
砂
専
ラ
研
究
為
致
居
候
処
其
各
　
区
二
於
テ
モ
入
校
差
許
可
申
候
条
別
記
布
達
ノ
旨
趣
区
戸
長
二
於
テ
篤
　
ト
体
認
致
シ
各
区
内
普
ク
協
議
ヲ
悉
シ
凡
全
三
名
宛
至
当
ノ
人
物
相
選
　
其
姓
名
並
学
資
課
出
方
法
等
一
小
区
限
取
調
本
月
中
可
申
出
依
テ
別
記
相
添
此
旨
相
達
候
事
　
但
従
来
佐
賀
病
院
内
医
学
所
二
於
テ
修
学
中
先
般
管
轄
替
ノ
際
退
校
　
致
シ
候
者
モ
有
之
趣
ノ
処
自
然
教
科
学
則
等
ノ
都
合
二
依
リ
当
該
所
　
二
於
テ
卒
業
ヲ
要
ス
ル
者
モ
有
之
候
ハ
・
其
旨
可
申
出
尤
学
資
ノ
儀
　
ハ
多
少
増
減
相
立
候
共
本
文
二
準
シ
其
区
費
ヲ
以
支
弁
候
様
是
亦
区
　
内
協
議
ヲ
悉
シ
可
申
事
　
　
明
治
九
年
九
月
十
一
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
令
　
北
島
秀
朝
　
　
医
学
場
（
再
興
）
教
則
第
一
条
教
授
ハ
外
国
教
師
レ
ウ
ヱ
ン
氏
担
任
ス
ト
錐
些
兀
ト
医
学
ノ
　
普
及
ヲ
謀
リ
実
地
修
業
ヲ
主
ト
シ
医
師
早
成
ヲ
期
ス
ル
ガ
故
二
生
徒
　
外
国
語
学
ヲ
修
ム
ル
ノ
暇
ナ
カ
ル
ヘ
シ
依
テ
日
本
教
員
是
ヲ
補
佐
シ
　
講
義
ハ
総
テ
国
語
ヲ
以
テ
授
ク
可
シ
第
二
条
　
全
科
卒
業
ノ
満
期
ヲ
予
メ
四
年
ト
定
メ
六
ケ
月
ヲ
一
期
ト
〆
　
各
科
ヲ
区
分
ス
ル
事
左
ノ
如
シ
　
第
一
期
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
期
　
　
解
剖
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
理
学
附
原
生
学
大
意
　
　
算
学
物
理
学
大
意
　
　
　
　
　
　
物
理
学
化
学
大
意
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第
三
期
　
生
理
学
薬
剤
学
　
化
学
動
植
物
学
大
意
第
五
期
　
病
理
治
療
学
外
科
学
　
薬
剤
製
煉
学
大
意
第
七
期
　
外
科
学
眼
科
学
　
内
科
臨
床
講
義
　
　
但
シ
右
ノ
如
ク
区
分
ス
ト
難
圧
教
場
ノ
都
合
ニ
　
　
ル
事
ア
ル
可
シ
第
三
条
　
正
課
時
間
ハ
午
前
八
時
乃
至
十
一
時
午
後
一
時
乃
至
三
時
ト
　
定
メ
拍
鐘
ヲ
以
テ
報
ス
此
ノ
時
間
各
講
堂
二
出
席
〆
講
義
及
ヒ
復
講
　
ヲ
受
ク
可
シ
　
　
但
シ
夜
間
一
定
時
教
員
或
ハ
先
進
生
ヲ
会
主
ト
〆
会
読
復
読
等
ヲ
　
　
ナ
ス
事
ア
ル
可
シ
第
四
条
各
科
ノ
終
リ
ニ
大
試
問
ヲ
為
シ
落
第
ス
ル
モ
ノ
ハ
次
ノ
科
目
　
二
移
ラ
シ
メ
ス
　
　
但
シ
ニ
回
ノ
試
問
二
落
第
ス
ル
モ
ノ
ハ
退
学
ヲ
命
ス
第
五
条
　
生
徒
ノ
年
齢
ハ
限
定
セ
ス
ト
雄
圧
十
五
歳
以
上
二
〆
本
邦
ノ
　
訳
書
等
ヲ
通
読
解
意
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
可
シ
第
木
条
全
科
卒
業
二
至
ル
マ
テ
ハ
妄
リ
ニ
帰
省
退
学
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
　
　
但
シ
不
得
止
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
区
戸
長
ノ
添
書
ヲ
以
テ
願
出
ス
ヘ
第
四
期
　
薬
剤
学
病
理
治
療
学
　
動
植
物
学
大
意
第
六
期
　
病
理
治
療
学
外
科
学
　
繍
帯
学
第
八
期
　
眼
科
学
産
科
学
　
産
外
科
臨
床
講
義
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
前
後
勘
酌
ス
　
　
シ
第
七
条
　
病
気
事
故
ア
リ
テ
当
日
ノ
聴
講
ヲ
欠
ク
片
ハ
前
以
テ
其
旨
生
　
徒
取
締
ヱ
届
出
ヅ
可
シ
　
　
但
シ
無
届
欠
席
再
三
二
及
フ
モ
ノ
ハ
退
学
ヲ
命
ス
可
シ
第
八
条
午
前
十
時
ヨ
リ
午
後
一
時
マ
テ
教
師
施
療
時
間
ニ
シ
テ
先
進
　
ノ
生
徒
ハ
陪
従
シ
実
地
経
験
ヲ
許
ス
ト
錐
圧
静
粛
ヲ
旨
ト
シ
病
客
ノ
　
嫌
忌
二
触
レ
サ
ル
様
注
意
ス
可
シ
第
九
条
　
教
場
備
附
ノ
器
械
書
籍
等
ヲ
許
可
ナ
ク
取
扱
フ
可
ラ
ス
第
十
条
　
教
場
出
席
中
ハ
喫
姻
雑
談
等
総
テ
不
行
跡
ノ
振
舞
之
ア
ル
間
　
敷
事
第
十
一
条
　
全
科
卒
業
セ
シ
モ
ノ
ハ
大
試
問
ノ
上
内
務
省
工
具
状
シ
医
　
業
免
許
状
ヲ
附
与
ス
可
シ
　
　
舎
　
則
一
、
入
舎
生
徒
ハ
各
礼
節
ヲ
尚
ビ
信
義
ヲ
旨
ト
シ
同
窓
二
交
テ
互
二
切
　
瑳
勉
励
ス
可
シ
一
、
内
外
ノ
病
客
二
対
シ
粗
暴
ノ
振
舞
致
間
敷
事
一
、
講
堂
二
出
席
ス
ル
ニ
ハ
必
ス
袴
或
ハ
羽
織
ヲ
着
ス
可
シ
一
、
舎
室
内
ハ
毎
朝
農
朝
後
直
二
掃
除
シ
書
籍
器
械
衣
服
時
ヲ
取
乱
ス
　
可
ラ
ス
総
テ
清
浄
ヲ
要
ス
可
シ
一
、
舎
内
二
於
テ
狼
二
集
会
雑
談
或
ハ
小
説
稗
史
ヲ
読
、
・
・
無
用
ノ
書
画
　
其
他
玩
弄
物
ヲ
取
扱
フ
可
ラ
ス
一
、
外
人
ノ
応
接
ハ
総
テ
応
接
所
二
於
テ
シ
自
席
二
誘
引
ス
可
ラ
ス
一
、
食
物
ヲ
許
可
ナ
ク
室
内
ニ
テ
用
フ
可
ラ
ス
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一
、
食
餌
ハ
行
儀
ヲ
正
シ
雑
談
ス
可
ラ
ス
　
一
、
室
内
戸
障
子
或
ハ
壁
等
二
蝦
付
或
ハ
落
書
ス
可
ラ
ス
　
一
、
夜
間
ハ
勿
論
昼
間
ト
雄
モ
放
課
間
ノ
外
他
出
ヲ
禁
ス
　
一
、
病
ヲ
称
シ
テ
日
課
ヲ
欠
ク
者
ハ
当
目
ノ
外
出
ヲ
禁
ス
　
一
、
常
例
休
日
ハ
前
夜
ヨ
リ
当
日
ノ
鎖
門
マ
テ
外
出
勝
手
タ
ル
可
シ
　
一
、
舎
内
二
在
テ
狽
リ
ニ
音
読
ス
ル
ヲ
禁
ス
　
一
、
舎
内
二
於
テ
飲
酒
放
歌
吟
詩
等
ヲ
禁
ス
　
一
、
他
ノ
勤
学
及
ヒ
安
眠
ヲ
妨
ク
可
ラ
ス
　
一
、
何
事
ニ
ヨ
ラ
ス
一
己
ノ
私
ヲ
挾
ミ
他
生
ヲ
煽
動
ス
ル
ヲ
禁
ス
　
一
、
農
起
午
前
六
時
就
睡
午
後
十
時
ト
ス
　
一
、
鎖
間
門
時
ハ
午
後
七
時
タ
ル
可
シ
　
一
、
食
餌
時
限
ハ
朝
七
時
昼
十
二
時
夕
五
時
タ
リ
　
　
但
右
三
件
ハ
日
ノ
長
短
二
準
シ
斜
酌
ア
ル
可
シ
　
な
お
、
四
月
十
四
日
、
各
区
々
戸
長
の
協
議
を
経
て
そ
の
費
額
を
二
項
に
分
け
、
営
繕
・
書
籍
・
器
械
及
び
教
員
給
料
等
の
校
費
の
額
を
定
め
、
そ
の
千
七
百
三
拾
七
円
は
全
く
管
内
戸
数
に
割
当
て
て
課
し
、
生
徒
食
料
費
を
そ
の
区
内
の
課
出
と
改
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
当
時
以
来
、
種
々
準
備
さ
れ
て
い
た
医
学
場
の
生
徒
の
通
学
心
得
を
示
す
つ
い
で
に
、
医
学
場
開
設
に
当
っ
て
、
定
め
ら
れ
た
医
学
場
運
営
費
の
内
訳
に
関
す
る
資
料
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
も
掲
げ
よ
う
。
　
　
通
学
心
得
概
則
第
一
条
通
学
願
書
ハ
他
府
県
ノ
者
ハ
第
一
書
式
管
内
ノ
者
ハ
（
撰
挙
　
生
ノ
外
）
第
二
書
式
二
準
シ
正
副
二
通
該
校
へ
差
出
ス
可
シ
　
　
（
書
式
略
ス
）
第
二
条
　
願
済
ノ
上
住
居
或
ハ
寄
留
所
移
転
ノ
節
ハ
該
校
へ
届
出
ツ
可
　
シ
第
三
条
通
学
生
徒
モ
本
校
教
場
二
入
リ
テ
ハ
一
般
ノ
規
則
ヲ
遵
守
ス
　
ル
モ
ノ
ト
ス
第
四
条
退
散
後
ハ
可
成
内
二
在
テ
復
読
等
二
注
意
ス
可
シ
第
五
条
修
学
年
限
井
授
業
約
束
等
ノ
儀
ハ
総
テ
教
則
ノ
旨
二
従
フ
ヘ
　
シ
第
六
条
病
気
或
ハ
事
故
ニ
テ
昇
校
難
致
節
ハ
其
旨
書
面
ヲ
以
テ
届
出
　
可
シ
第
七
条
外
出
等
ノ
節
濫
二
酒
楼
或
ハ
遊
場
等
二
立
寄
ル
可
ラ
ス
第
八
条
生
徒
受
業
料
ハ
他
府
県
及
ヒ
管
内
生
（
撰
挙
生
ノ
外
）
ト
モ
　
一
ケ
月
金
五
拾
銭
ト
定
ム
　
　
　
医
学
校
取
開
二
付
費
金
概
算
並
支
消
方
法
見
込
一
　
金
四
千
三
百
五
拾
円
五
拾
銭
　
是
ハ
対
馬
全
島
戸
数
ヲ
除
キ
残
リ
　
　
拾
弐
万
四
千
三
百
戸
二
掛
り
一
戸
三
銭
五
厘
ノ
課
出
高
　
　
　
　
内
　
　
金
五
百
円
　
　
　
　
助
教
給
料
但
一
ケ
年
凡
積
　
　
金
百
廿
円
　
　
　
　
生
徒
取
締
給
但
一
ケ
月
拾
円
ノ
積
　
　
金
百
四
拾
四
円
　
小
使
弐
名
同
断
同
一
名
二
付
六
円
宛
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金
六
拾
円
　
　
　
　
筆
紙
墨
薪
炭
油
費
並
諸
費
共
同
一
ケ
月
五
円
　
　
　
　
　
　
　
ノ
積
金
三
円
　
　
　
　
　
教
員
並
取
締
一
ケ
年
筆
紙
墨
代
金
三
百
円
　
　
　
　
諸
営
繕
費
一
ケ
月
凡
廿
五
円
ノ
積
金
六
拾
円
　
　
　
　
カ
ッ
ヘ
ル
三
個
代
同
一
ケ
廿
円
ノ
積
金
五
拾
円
　
　
　
　
高
机
並
椅
子
十
脚
宛
五
人
附
同
一
揃
五
円
ノ
　
　
　
　
　
　
　
積
金
五
百
円
　
　
　
　
書
籍
買
上
費
並
院
長
登
京
旅
費
共
総
計
千
五
　
　
　
　
　
　
　
百
円
ト
見
積
リ
三
ケ
年
二
割
合
此
一
ケ
年
高
小
以
金
千
七
百
三
十
七
円
金
弐
千
四
百
弐
拾
五
円
　
　
生
徒
五
拾
名
一
ケ
年
　
　
　
　
　
　
　
寄
宿
賄
料
其
他
諸
費
　
但
生
徒
一
名
二
付
一
ケ
年
金
四
拾
八
円
五
拾
銭
　
　
此
内
訳
　
三
拾
円
　
　
　
　
生
徒
一
名
二
付
一
ケ
年
賄
費
　
　
　
　
　
　
　
　
但
一
ケ
月
弐
円
五
拾
銭
ノ
積
　
　
円
三四五壱弐
円円円円円
三
円
五
拾
銭
高
机
並
椅
子
代
ラ
ン
プ
壱
箇
代
筆
紙
墨
並
諸
雑
費
石
炭
油
一
ケ
年
費
凡
積
蚊
帳
一
帳
代
夜
具
代
二
口
合
金
四
千
百
六
拾
弐
円
　
　
差
引
残
金
百
八
拾
八
円
五
拾
銭
　
十
月
二
十
日
、
金
原
文
亮
、
大
塚
長
吉
は
厳
原
病
院
在
勤
中
、
本
給
の
外
、
手
当
と
し
て
万
農
請
の
支
磐
受
け
て
い
る
．
こ
の
二
項
は
「
明
治
九
年
九
月
、
学
区
取
締
、
区
戸
長
、
教
員
、
医
員
辞
令
原
書
」
及
び
「
明
治
九
年
九
月
以
降
、
学
区
取
締
、
区
戸
長
、
教
員
、
医
員
辞
令
原
書
」
に
見
え
る
が
、
長
崎
病
院
の
活
躍
が
漸
く
活
淡
に
な
っ
て
来
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
こ
の
間
、
八
月
二
目
、
厳
原
分
派
病
院
の
巡
視
と
し
て
吉
田
健
康
が
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
長
崎
に
お
け
る
医
学
教
育
に
奔
走
し
つ
つ
あ
っ
た
吉
田
健
康
は
、
遠
く
、
対
馬
の
医
事
関
係
に
も
充
分
な
配
慮
を
怠
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
常
に
自
ら
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
レ
ウ
エ
ン
の
授
業
に
も
醗
訳
の
労
を
吝
ま
な
か
っ
た
吉
田
健
康
の
活
躍
は
本
学
創
立
者
ポ
ン
ペ
の
努
力
に
比
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
又
、
衛
生
行
政
と
し
て
は
、
九
月
、
東
京
府
病
院
に
産
婆
教
授
所
を
設
置
し
、
試
験
免
許
に
関
す
る
布
達
が
あ
っ
た
。
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